
会報第28号 ２０１６年７月１日発行

青い鳥 発行人 石原 尚樹

編集人 石原 尚樹

発 行 広報委員会

青い鳥 PAGE 1

社会福祉法人

東京ヘレン・ケラー協会

Established in 1950

東
京
ヘ
レ
ン
・
ケ
ラ
ー
協
会
は
５

月
27

日
、
理
事
会
・
評
議
員
会
を

開
き
平
成
27
年
度
事
業
報
告
及
び

決
算
を
承
認
し
た
。
ま
た
、
三
浦
拓

也
理
事
長
の
退
任
と
石
原
尚
樹
常
務

理
事
の
理
事
長
就
任
が
承
認
さ
れ
た

（
６
月
12
日
付
）
。

新
理
事
に
は
横
山
晴
夫
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
共
生
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
理
事
長
、
楯

香
津
美
青
山
学
院
常
務
理
事
、
渡
部

聡
毎
日
新
聞
東
京
社
会
事
業
団
常
務

理
事
が
就
任
し
た
。
任
期
は
２
年
。

な
お
三
浦
理
事
長
が
兼
務
す
る
ヘ
レ

ン
・
ケ
ラ
ー
学
院
長
職
は
８
月
１
日

か
ら
石
原
新
理
事
長
が
引
き
継
ぐ
。

新
理
事
長
に
石
原
常
務
理
事

今
回
は
か
ら
ず
も
三
浦
拓
也
理

事
長
の
後
任
と
し
て
理
事
長
職
を

お
引
き
受
け
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
誠
に
身
の
引
き
締
ま
る
思

い
が
し
て
い
ま
す
。

ヘ
レ
ン
・
ケ
ラ
ー
協
会
は
１
９

５
０
年
に
設
立
さ
れ
た
視
覚
障
害

者
総
合
支
援
施
設
で
す
。
以
来
60

有
余
年
。
曲
折
は
あ
っ
た
も
の

の
、
多
く
の
方
の
評
価
を
得
ら
れ

た
の
は
当
協
会
に
関
わ
っ
て
こ
ら

れ
た
多
く
の
先
人
、
関
係
者
の
皆

様
の
ご
尽
力
の
た
ま
も
の
で
あ

り
、
ま
た
多
く
の
職
員
の
現
場
で

の
奮
闘
が
あ
れ
ば
こ
そ
の
こ
と
で

し
ょ
う
。
そ
の
よ
う
な
協
会
で
陣

頭
に
立
つ
こ
と
は
並
大
抵
な
覚
悟

が
な
く
て
は
乗
り
切
れ
な
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
協
会
の
経
営
状
況

は
決
し
て
順
調
と
は
い
え
ま
せ

ん
。
特
に
ヘ
レ
ン
・
ケ
ラ
ー
学
院

は
年
を
追
っ
て
学
生
数
が
減
少

し
、
年
々
赤
字
が
累
積
し
て
い
ま

す
。
ま
ず
こ
の
学
院
の
再
建
こ
そ

が
急
務
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
あ

り
ま
せ
ん
。
歯
を
食
い
し
ば
っ
て

学
院
の
赤
字
を
減
ら
す
よ
う
に
が

ん
ば
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

一
方
、
点
字
図
書
館
は
ほ
ぼ
順

調
に
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
急

速
に
変
化
す
る
Ｉ
Ｔ
の
流
れ
に
対

応
す
る
に
は
、
新
た
な
知
識
と
技

術
の
習
得
が
必
要
に
な
っ
て
く
る

で
し
ょ
う
。
職
員
の
研
鑽
が
大
事

で
す
。

ま
た
出
版
所
は
、
以
前
の
赤
字

体
質
か
ら
脱
却
し
て
軌
道
に
乗
り

つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
点
字
出
版
業

界
は
視
覚
障
害
者
の
点
字
離
れ
に

伴
っ
て
構
造
的
な
不
況
下
に
あ
る

こ
と
も
事
実
で
あ
り
、
十
分
に
注

意
を
払
い
な
が
ら
新
し
い
事
業
展

開
が
必
要
で
し
ょ
う
。

当
協
会
の
名
誉
総
裁
で
あ
る
ヘ

レ
ン
・
ケ
ラ
ー
女
史
の
教
え
を
上

げ
る
と
き
、
私
な
り
に
三
つ
思
い

浮
か
び
ま
す
。
自
ら
の
重
い
障
害

を
克
服
し
た
不
屈
の
精
神
。
思
い

や
り
と
深
い
慈
愛
の
心
。
学
ぶ
心

や
探
究
心
と
い
っ
た
真
摯
な
姿

勢
。
こ
の
私
な
り
の
思
い
を
協
会

に
課
さ
れ
た
使
命
と
し
て
心
に
と

ど
め
、
多
く
の
方
に
伝
え
て
い
く

こ
と
も
大
事
な
役
割
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

協
会
に
課
さ
れ
た
使
命
に
思
う

理
事
長
就
任
に
あ
た
っ
て

石
原

尚
樹

間
ご
支
援
下
さ
っ
た
皆
様
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
６
年
の
間
に
、
点
字
図
書

館
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
図
書
館
「
サ

ピ
エ
」
の
基
幹
図
書
館
と
し
て
利

用
者
か
ら
高
い
評
価
を
得
て
、
日

本
で
も
有
数
な
点
字
図
書
館
に
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
点
字
出
版
所

も
黒
字
回
復
を
成
し
遂
げ
、
経
営

を
安
定
基
調
に
乗
せ
ま
し
た
。
こ

れ
ら
の
こ
と
は
、
前
理
事
長
が
道

筋
を
つ
け
て
く
れ
た
の
と
そ
れ
ぞ

れ
の
施
設
長
の
強
力
な
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
に
よ
る
も
の
で
す
。
し
か

る
に
私
が
学
院
長
を
兼
務
し
て
い

た
ヘ
レ
ン
・
ケ
ラ
ー
学
院
は
こ
の

間
、
学
生
数
を
増
や
す
ど
こ
ろ
か

大
幅
に
減
ら
し
続
け
て
、
平
成

27
年
度
末
に
は
25
人
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
（
現
在
は
学
院
職

員
の
努
力
も
あ
っ
て
、
こ
の
２
年

は
入
学
生
も
増
え
、
34

人
ま
で

回
復
し
ま
し
た
が
）
。
前
理
事
長

の
か
か
げ
た
再
生
計
画
に
は
ほ
ど

遠
い
状
況
で
す
。
ど
う
す
れ
ば
学

生
数
は
増
え
る
か
、
確
固
た
る
展

望
が
開
け
な
い
ま
ま
で
す
。

石
原
新
理
事
長
に
は
重
荷
を
負

わ
せ
て
し
ま

い
ま
し
た
が
、

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
い

た
だ
き
、
学
院
再
生
を
成
し
遂
げ

て
い
た
だ
き
た
い
と
願
っ
て
お
り

ま
す
。
学
院
を
応
援
し
て
く
だ
さ

る
皆
様
の
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願

い
す
る
次
第
で
す
。

退
任
に
あ
た
っ
て

三
浦

拓
也

「
点
字
図
書
館
は
す
で
に
独
り

立
ち
の
メ
ド
が
つ
い
た
。
点
字
出

版
所
は
経
営
改
善
中
期
計
画
の
２

年
目
、
安
定
軌
道
に
乗
る
の
に
も

う
一
歩
。
学
院
は
学
生
数
を
平
成

24

年
度
に
は
50

人
の
ラ
イ
ン
ま

で
引
き
上
げ
る
た
め
の
再
生
５
年

計
画
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
再
生
の

道
筋
は
つ
け
た
」
と
前
任
の
藤
元

理
事
長
か
ら
バ
ト
ン
を
引
き
継
い

で
か
ら
６
年
た
ち
ま
し
た
。
こ
の



青い鳥PAGE 2

協
会
中
庭
に
ミ
ニ
水
田
が
出
現

䢣

５
月
中
旬
の
夕
方
、
ト
ラ
ッ
ク
に
積
ま

れ
た
約
90
㌢
四
方
の
木
型
パ
レ
ッ
ト

３
個
と
稲
の
苗
が
運
び
込
ま
れ
た
。

実
は
こ
の
パ
レ
ッ
ト
は
Ｊ
Ｒ
高
田
馬

場
駅
と
陸
前
高
田
市
の
共
同
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
と
し
て
５
月
13
日
に
同
駅
前
で

開
か
れ
た
田
植
え
イ
ベ
ン
ト
の
後
始
末

だ
。
イ
ベ
ン
ト
終
了
後
の
パ
レ
ッ
ト
の

保
管
場
所
に
困
っ
た
同
駅
駅
長
が
「
お

預
か
り
願
え
ま
せ
ん
か
」
と
頼
み
に
き

た
た
め
、
喜
ん
で
引
き
受
け
た
。
運
ん

で
き
た
パ
レ
ッ
ト
は
ま
ば
ら
な
植
え
付

け
だ
っ
た
た
め
、
学
院
生
と
職
員
が
さ

ら
に
き
ち
ん
と
植
え
直
し
、
そ
の
後
ボ

ウ
フ
ラ
対
策
に
メ
ダ
カ
も
飼
っ
た
。

秋
に
は
収
穫
祭
が
行
わ
れ
る
と
い

う
。
そ
れ
ま
で
大
切
に
管
理
し
て
、
お

い
し
い
お
米
に
育
て
上
げ
た
い
。

古い空調設備を更新

５月28、29の両日、毎日新聞社

早稲田別館１階にある点字出版

所事務所の空調設備の改修工事

を行った。この工事を行うきっか

けになったのは、今年１月中旬の

雪が降った朝に、室外機が凍結し

てつららができたことからだっ

た。それに気付かず出勤した職員

が暖房を入れたため、ファンがつ

ららに当たって激しい騒音が出

たと、隣接マンションの住人から

苦情が出た。

室外機のファンが天を向いた

形状であったため起こったこと

で、「室外機に屋根をつけろ！」

との声も聞こえてきた。が、調べ

てみるとこの空調設備はなんと

30年以上も前の1983年に設置さ

れたもの。動いているのが不思議

なほど老朽化していたのだ。それ

に追い打ちをかけるように、この

春には早稲田別館の大家である

毎日新聞社からこの空調設備は、

フロンガスを使用しているので

平成25年に「フロン回収破壊法」保管を依頼されが改正され、フロンガス

使用の業務用空調設備については日常的に行う簡易点検を四半期に１回、

専門業者による定期点検を３年に１回行うよう強く指導されていた。

そこでこれ以上老朽化した空調設備に投資するのは無駄金になるとの

判断で、今回の改修工事を行うようになったのである。

工事は写真のように、床にはブルーシートを敷き、ビニールで仕切った

り、机等にかぶせたりして、万全の体制で行われた。

点字出版所事務所 近隣騒音もこれで解消

点
字
図
書
館
は
昨
年
初
め
て
実
施
し
て
評
判

の
良
か
っ
た
「
ラ
ン
プ
の
灯
」
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
習
会
を
今
年
も
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
昨
年
は
手
探
り
の
講
習
だ
っ
た
が
、
今
回

は
短
期
講
習
が
可
能
と
判
断
。
全
５
回
コ
ー
ス

で
前
半
は
視
覚
障
害
者
理
解
と
ガ
イ
ド
の
基
本

を
学
び
、
後
半
２
回
は
点
字
の
基
礎
を
学
ぶ
こ

と
に
し
た
。
今
年
の
受
講
者
は
６
人
。
５
月
17

日
に
ス
タ
ー
ト
し
た
と
た
ん
に
仲
間
意
識
が
芽

生
え
て
全
員
講
習
を
終
え
た
。

引
き
続
き
点
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
習
会

も
６
月
21
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
。
３
年
ぶ
り
の
開

講
に
は
９
人
が
受
講
し
た
。

一
方
、
音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
習
会
は

２
年
連
続
で
実
施
。
今
年
は
８
人
が
５
月
か
ら

３
月
ま
で
の
長
期
講
習
に
通
っ
て
い
る
。

保
管
を
依
頼
さ
れ
管
理
中

中
庭
に
水
田
？
？

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
習
会

点
訳
／
音
訳
／
「
ラ
ン
プ
の
灯
」
で

ガイドの訓練に取り組む「ランプの灯」受講生
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平成27年度事業報告

平成28年度事業計画

【ヘレン・ケラー学院】

長期的な学生数の減少傾向が続くなか、平成27

年度は前年度に比べ７名も多い11名が入学した

が、平成25、26年度の２年続けての急激な減少に

よる影響は平成27年度も続いた。卒業・修了した

学生の方が新入生より多く、年度当初ですでに、

前年度より１名減の27名であり、その後も中退や

休学があって、年度末では在学者25名（在籍数は

26名）になった。学生数の減少は直接収入に響

き、厳しい経営状況が続いた。

８月29日のサポートグッズフェアと同時開催し

た「感謝デー」は、日頃臨床実習をしている３、

４年生が中心となり、５年生と来年度から臨床実

習をする２年生も含めた14人が２人の先生の指導

の下で、施術した。

【点字図書館】

長年の願いであった多目的室を館内の一角を利

用して設置することが出来た。これは26年度から

の継続事業計画であったが、資金の目処が立たず

に断念していた。27年度は助成先を一般財団法人

日本メイスン財団に求め、総経費の７割程度の助

成を受けて完成したものである。また、身近にい

る視覚障害者への理解と直接的な支援を進めるた

めに、新たなボランティアグループ「ランプの

灯」を立ち上げたのも大きな成果だった。

【点字出版所】

統一地方選挙の選挙公報点字版・音声版を受

託・作成した。文科省著作、平成28年度点字教科

書「歴史」を受託・製作した。人事では、４人の

退職者が出たため、契約職員、派遣職員を採用し

た。

盲人用具センターは、ヘレン・ケラー学院の学

生を対象としたデイジー録音再生機や点字器など

の学習用機材の紹介や、機器の修理など様々な対

応に努めた。

海外盲人交流事業は、昨年４月に発生した「ネ

パール地震」に際して、緊急救援募金活動を開

始、集まった募金をネパール盲人福祉協会(NAWB)

を通じて、同国の視覚障害者（児）のために役立

てた。９月４日にはNAWBのタパ会長らを日本に招

待して当協会ホールで「ネパール地震報告会」を

開催した。

【ヘレン・ケラー学院】

年によって多少の増減はあるが、あマ指師、は

り師、きゅう師を目指す視覚障害者は、長期的に

見れば減少傾向が続いている。ヘレン・ケラー学

院においても同様に学生数は長期減少傾向にあ

り、平成27年度の学生総数は10年前に比べると約

３分の２である。28年度の新入生は14名（高等課

程12、専門課程２）が入学手続きをしたが、29年

度の学生確保に向けては、前年度の募集活動を受

けて、委託生枠（30名）を満たしていない東京

都、さらに委託契約している埼玉県、さいたま市

を重点地域として、他校の募集活動などの情報を

集め、相談者への継続的な声かけなど地道な努力

を積み重ねるなど、きめ細かな募集活動をすると

ともに、委託生枠の拡大、新たな委託先の開拓に

向けた努力をしなければならない。

【点字図書館】

視覚障害者を理解し、サポートするボランティ

アグループ「ランプの灯ボランティア」を平成27

年度からスタートさせた。この取り組みをさらに

拡充するため28年度も引き続き養成講習会を開催

する。懸案だった多目的ルームが平成27年度に完

成したが、さらに館内を働きやすいレイアウトに

変更し、職場環境の改善を図る。現在２台ある点

訳図書製作用点字プリンターはいずれも長期間の

使用で故障がちである。特にそのうちの１台は27

年度に修理をしたが、業者から「次の修理は無

理」と言われている。出来るだけ早い時期に助成

先を求め新規購入する。

【点字出版所】

日本盲人福祉委員会視覚障害者選挙情報支援プ

ロジェクト（日盲委選挙プロジェクト）の一員と

して、今夏に執行される参議院議員選挙公報点字

版と同音声版を作製する。また、昨年度受注した

文部科学省著作点字教科書中学部「歴史」の後期

分を作製する。

点字出版の事業でもっとも気をつかうのは、こ

れらの選挙公報と教科書の製作業務である。点字

版は墨字版が作製された後にしか作業にとりかか

ることができないため製作期間が短く、しかも厳

格であるためだ。さらに、これらの作業は毎年あ

るわけではないので、業務繁忙期に合わせて人員

を配置することは難しい。そこで業務をできるだ

け細分化・分業化して、業務の偏りをできるだけ

是正し、一部の職員に過大な負担をかけないよう

に努める。
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第１号の１様式

法人名：社会福祉法人 東京ヘレン・ケラー協会 （単位：円）

予算(A) 決算(B) 差異(A)-(B) 備考

事業活動による収支
収 入

視覚障害者情報提供施設事業収入 206,960,000 207,961,137 1,001,137△
学生生徒納付金収入 31,509,000 31,510,800 1,800△
その他の事業収入 5,018,000 5,018,000 0
借入金利息補助金収入 0 0 0
経常経費寄附金収入 8,881,000 8,897,309 16,309△
受取利息配当金収入 129,000 130,811 1,811△
その他の収入 1,633,000 1,528,835 104,165
流動資産評価益等による資金増加額 0 0 0

事業活動収入計(1) 254,130,000 255,046,892 916,892△
支 出

人件費支出 220,009,000 219,481,106 527,894
事業費支出 33,070,000 32,826,050 243,950
事務費支出 25,063,000 24,775,440 287,560
支払利息支出 0 0 0
その他の支出 0 0 0
流動資産評価損等による資金減少額 0 0 0

事業活動支出計(2) 278,142,000 277,082,596 1,059,404
事業活動資金収支差額 (3=1-2) 24,012,000△ 22,035,704△ 1,976,296△

施設整備等による収支
収 入

施設整備等補助金収入 1,148,000 1,148,313 313△
施設整備等寄附金収入 0 0 0
設備資金借入金収入 0 0 0
固定資産売却収入 0 0 0
その他の施設整備等による収入 0 0 0

施設整備等収入計(4) 1,148,000 1,148,313 313△
支 出

設備資金借入金元金償還支出 0 0 0
固定資産取得支出 4,704,000 4,704,119 119△
固定資産除却・廃棄支出 0 0 0
ファイナンス・リース債務の返済支出 0 0 0
その他の施設整備等による支出 0 0 0

施設整備等支出計(5) 4,704,000 4,704,119 119△
施設整備等資金収支差額(6=4-5) 3,556,000△ 3,555,806△ 194△

その他の活動による収支
収 入

長期運営資金借入金元金償還寄附金収入 0 0 0
長期運営資金借入金収入 0 0 0
長期貸付金回収収入 0 0 0
投資有価証券売却収入 0 0 0
積立資産取崩収入 39,177,000 39,176,258 742
その他の活動による収入 0 0 0

その他の活動収入計(7) 39,177,000 39,176,258 742
支 出

長期運営資金借入金元金償還支出 0 0 0
長期貸付金支出 0 0 0
投資有価証券取得支出 0 0 0
積立資産支出 12,987,000 12,986,570 430
その他の活動による支出 0 0 0

その他の活動支出計(8) 12,987,000 12,986,570 430
その他の活動資金収支差額 (9=7-8) 26,190,000 26,189,688 312

予備費支出(10) 0 0

当期資金収支差額合計(11=3+6+9-10) 1,378,000△ 598,178 1,976,178△

前期末支払資金残高(12) 80,193,369 80,193,369 0
当期末支払資金残高(11+12) 78,815,369 80,791,547 1,976,178△

資金収支計算書
(自)平成27年 4月 1日 (至)平成28年 3月31日

勘定科目
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法人名：社会福祉法人 東京ヘレン・ケラー協会 （単位：円）

当年度決算(A) 前年度決算(B) 増減(A)-(B)

サービス活動増減の部
収 益

視覚障害者情報提供施設事業収益 207,961,137 198,776,287 9,184,850
学生生徒納付金収益 31,510,800 32,912,900 1,402,100△
その他の事業収益 5,018,000 7,015,000 1,997,000△
経常経費寄附金収益 8,897,309 5,869,014 3,028,295
その他の収益 0 0 0

サービス活動収益計(1) 253,387,246 244,573,201 8,814,045
費 用

人件費 209,129,915 204,882,168 4,247,747
事業費 33,519,898 32,686,569 833,329
事務費 24,668,278 23,770,565 897,713
減価償却費 12,059,937 12,334,022 274,085△
国庫補助金等特別積立金取崩額 4,396,359△ 4,844,235△ 447,876
徴収不能額 0 0 0
徴収不能引当金繰入 0 0 0
その他の費用 0 0 0

サービス活動費用計(2) 274,981,669 268,829,089 6,152,580
サービス活動増減差額(3=1-2) 21,594,423△ 24,255,888△ 2,661,465

サービス活動外増減の部
収 益

借入金利息補助金収益 0 0 0
受取利息配当金収益 130,811 226,392 95,581△
有価証券評価益 0 0 0
有価証券売却益 0 0 0
投資有価証券評価益 0 0 0
投資有価証券売却益 0 0 0
その他のサービス活動外収益 1,528,835 4,363,512 2,834,677△

サービス活動外収益計(4) 1,659,646 4,589,904 2,930,258△
費 用

支払利息 0 0 0
有価証券評価損 0 0 0
有価証券売却損 0 0 0
投資有価証券評価損 0 0 0
投資有価証券売却損 0 0 0
その他のサービス活動外費用 0 0 0

サービス活動外費用計(5) 0 0 0
サービス活動外増減差額(6=4-5) 1,659,646 4,589,904 2,930,258△

経常増減差額(7=3+6) 19,934,777△ 19,665,984△ 268,793△
特別増減の部

収 益
施設整備等補助金収益 1,148,313 0 1,148,313
施設整備等寄附金収益 0 0 0
長期運営資金借入金元金償還寄附金収益 0 0 0
固定資産受贈額 0 0 0
固定資産売却益 0 0 0
その他の特別収益 0 0 0

特別収益計(8) 1,148,313 0 1,148,313
費 用

基本金組入額 0 0 0
資産評価損 0 0 0
固定資産売却損・処分損 1 16 15△
国庫補助金等特別積立金取崩額（除却等） 1△ 10△ 9
国庫補助金等特別積立金積立額 1,148,313 0 1,148,313
災害損失 0 0 0
その他の特別損失 0 66,000 66,000△

特別費用計(9) 1,148,313 66,006 1,082,307
特別増減差額(10=8-9) 0 66,006△ 66,006

当期活動増減差額(11=7+10) 19,934,777△ 19,731,990△ 202,787△
繰越活動増減差額の部

前期繰越活動増減差額(12) 279,103,653 293,752,643 14,648,990△
当期末繰越活動増減差額(13=11+12) 259,168,876 274,020,653 14,851,777△
基本金取崩額(14) 0 0 0
その他の積立金取崩額(15) 26,554,688 16,083,000 10,471,688
その他の積立金積立額(16) 9,000,000 11,000,000 2,000,000△
次期繰越活動増減差額(17=13+14+15-16) 276,723,564 279,103,653 2,380,089△

事業活動計算書
(自)平成27年 4月 1日 (至)平成28年 3月31日

勘定科目
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★賛助会員（敬称略）

【本部扱い】

大藏達也、参天製薬株式会社

【ヘレン・ケラー学院扱い】

新井定一、石田元治、大井川和

子、大島千惠子、小林稔、駒沢

金平、佐藤千恵子、佐野一貴、

澤田昌憲、篠原隆幸、鈴木八重

子、髙山米子、月見潤、橋本三

郎、福井愛子、松本大、森脇キ

ヨ、矢作俊一、山崎登志夫

【点字図書館扱い】

青木弘、青木素子、榎木吉彦、

内田一夫、江良昭雄、落合長

利、片山恭子、加藤則夫、菊地

寛子、小池芳一、小林真紀、斎

藤紀年夫、佐子田信夫、塩田和

夫、鈴木由紀、高田房子、楯香

津美、谷合淑二朗、田村洋一、

戸田三郎、戸沼京子、田島静

枝、畑千尋、福田恒男、畠山千

代子、正木研、松崎仁紀、松田

千富美、宮本牧子、森輝明、山

内経、山田剛

★一般寄付（敬称略）

【本部扱い】

稲山輝機、梅野茂、杉田安男、

長谷川航、柳崎秀夫、吉田厚

子、加藤直之、山田茂雄、参天

製薬株式会社、毎日新聞東京社

会事業団

【ヘレン・ケラー学院扱い】

小栗誠夫、秋本勇、阿部恵一、

石川晶夫、乾法行、今泉新治、

植田員弘、牛窪多喜男、生沼

馨、大岩妙子、小野塚耕吉、小

幡亮、加瀬峯夫、金井定春、金

子宏、神田敏男、木村修子、歸

山良子、黒岩康孝、黒澤絵美、

小谷政夫、駒沢金平、坂ノ上秋

子、鹿濱秋信、菅田亜希、鈴木

房江、大澤孝一、平光子、高倉

益夫、田中茂、玉住博、当津純

一、徳田好美、中村文孝、根本

博行、福島義範、牧野武雄、松

本大、松本典子、森田正春、山

口智永子、山本隆、横山勝幸、

吉岡諒、渡辺武松、毎日新聞東

京社会事業団

【点字図書館扱い】

青木素子、秋山由美子、朝木け

い子、安藤靖雄、磯崎治子、市

角誠、猪股栄二、岩野英夫、浦

田実、大石文雄、大須賀瑞夫、

大室幸一、奥山紀助、小澤洋

平、柿沼正良、笠井実、神谷美

穂、北川文恵、北岸保郎、九曜

文子、経塚良未、小柳紀男、金

倫子、酒井町子、清水奈美江、

志村富雄、白木幸一、須藤憲

一、鈴木由紀、竹間文子、田澤

芳行、田中たえ子、田中秀臣、谷

口旭、塚村文昭、塚本弘毅、土

居義則、戸倉昇、東大附属図書

館有志、二瓶幸子、橋本三郎、

畑秀美、早川雅彦、原田秀夫、

東山寛、人見三義、平野邦雄、

平林寿美子、藤田ひろ子、古川

雄、藤根輝男、福島ふさ子、福田

拓馬、藤ケ崎宏、星野博子、本

間みさ子、前田律子、松崎仁紀、

松本大、溝口和子、村上工、室

岡見致、目黒聰子、森明彦、森

岡恒夫、諸岡和彦、矢部萬寿

子、山口義雄、山﨑洋子、柳川

春己、油布勝美、渡辺武松、毎

日新聞東京社会事業団

【点字出版所扱い】

栗原作衛、杉田安男、田中暁

子、畠田武彦、松本大、エムコ

マース株式会社

【海外盲人交流事業事務局扱

い】

青木貞子、青山マリ子、朝妻洋

子、芦田賀寿夫、渥美資子、在

田一則、安藤生、飯田光江、池

田令子、石田隆雄、石原幸栄、

石原尚樹、磯公美子、磯部久

子、伊藤眞一郎、今泉新治、岩

屋芳夫、植竹清孝、上野伊律

子、上村小夜子、生形てる子、遠

藤利三、大島幸夫、大西正広、

大橋東洋彦、大橋由昌、岡山美

恵子、小野塚耕吉、貝元利江、

梶原剛、勝山良三、加藤万利

子、金森なを、金田敏子、苅安達

男、川口卓朗、川島玉子、川尻

哲夫、川田孝子、菊井維正、木

塚泰弘、楠本睦子、黒澤和子、

小泉周二、小出隆家、肥塚隆、

肥塚美和子、古賀副武、小島純

子、小島亮、後藤晴子、小長谷

厚子、小林良子、小森愛子、斎

藤惇生、酒井久江、坂入隆、坂

入操、坂口廣光、坂齊勝男、坂

本泉、佐古井貞行、佐々木信、

佐々木玲子、指田忠司、佐藤達

夫、柴田光俊、志村洋、白井雅

人、白木幸一、菅原温子、杉沢

宏、杉田安男、鈴木俊勝、鈴木

雅夫、鈴木洋子、須原ひとみ、染

矢朝子、高橋恵子、髙橋秀治、

多久島耕治、竹下亘、田中茂、

田中徹二、田中正和、谷内正

史、田畑美智子、田村和凡、当

津純一、当津順子、当山啓、徳

渕洋三、土橋喜人、鳥原信一、

鳥山由子、中井謹次郎、長岡英

司、中原章雄、中村勝彦、中村

保信、生井良一、成澤千賀子、

新阜義弘、根本厚志、根本弘

道、野津虎雄、野村寛、橋爪ナ

ナ、林紘子、原田美男、平野正

隆、平野モモコ、福井哲也、譜久

島和美、富久縞博、藤本貴子、

藤原和子、本間昭雄、前山博、

間下勉、増野幸子、松井繁、松

浦健三、松下信雄、松本大、三

浦拓也、御本正、三宅正太郎、

宮崎勇、宮下浩子、宮本千絵

子、目黒伸一、茂木幹央、望月

優、森栄司、森川精子、森川政

之衛、森山朝正、山岡三治、山

田あき子、山田真弓、吉田暁子、

吉田重子、米田昌徳、渡辺勇喜

三、東京都立八王子盲学校有

志、有限会社大本印刷、音や金

時、小林動物病院、古和釜幼稚

園、シティ・ライツ、有限会社信和

ハウス、株式会社高垣商店、ネ

パール料理エベレストキッチン、

三好稲荷閣満福寺、有限会社ヤ

マオー事務機、毎日新聞東京社

会事業団

２７年度

ご寄付者名簿
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社会福祉法人

東京ヘレン・ケラー協会
〒169-0072

東京都新宿区大久保３－１４－２０

本部、ヘレン・ケラー学院
電話 ０３（３２００）０５２５

ＦＡＸ０３（３２００）０６０８

点字図書館
電話 ０３（３２００）０９８７

ＦＡＸ０３（３２００）０９８２

点字出版所、盲人用具センター、

海外盲人交流事業事務局
東京都新宿区大久保３－１４－４

電話 ０３（３２００）１３１０

ＦＡＸ０３（３２００）２５８２

ホームページもご覧ください。
http://www.thka.jp/

ヘレン・ケラー

学院卒業式12年ぶりに一色賞

３月15日、平成27年度卒業式・修了式・第３学期終業式を

行った。高等課程４人、専門課程２人の計６人に卒業証書を、

高等課程あん摩マッサージ指圧科修了生１人に修了証書を授与

した。続いて、１年間の学業成績優秀者に贈る優等賞を10人

に、努力賞は２人に授与した。また同窓会長賞は小林貴大さん

(専門課程)、学業が優秀で学院生の模範となる学生に贈られる

一色賞は、12年ぶりに吉田隆一さん（高等課程）が選ばれ、そ

れぞれ賞状と記念品が贈られた。学院長の式辞、在校生による

送辞につづき、卒業生を代表して木村祥子さん（高等課程）が

「学院で得たものはとても大きい。努力を重ねて社会貢献でき

るよう前を向いて歩いていきます」と答辞を述べ、会場から大

きな拍手に送られて閉式となった。

模範となる学生に贈られる一色賞を受賞した吉田隆一さん（左）

13人の新しい仲間

４月６日、平成28年度入学式・

第１学期始業式を行い、高等課程

11人、専門課程２人の計13人の新

入生を迎え、学生総数は34人に

なった。新入生代表の金光良洪さ

んが「国家試験を取得するために

一生懸命勉学に励みます」と誓い

の言葉を述べた＝写真。三浦拓也

学院長は「所期の目的を達成する

決意を持ち続けてほしい」と激励

した。

第24回国家試験は平成28年２月

27、28の両日に行われた。あん摩

マッサージ指圧師に既卒者含め８

人が受験し、３人が合格。はり

師、きゅう師は既卒者含め７人が

受験し２人が合格。全体合格率が

40％と極めて低い結果となった。

国家試験は厳しい結果に

平成28年度入学式


